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Ⅰ．目的

プレルボールは１チーム４名で行うネット型のス

ポーツで，拳または前腕を用いてボールを自陣のコー

トにワンバウンドさせることによりパスや相手への攻

撃を行うスポーツである。小学校体育では，プレル

ボールはソフトバレーボールとともにボール運動

（ネット型）の種目として取り扱われている（文部科

学省，2018）。プレルボールはバレーボールやソフト

バレーボールと比較して競技人口が少ないため，体育

の授業以外での経験者自体が少ない。また，自陣コー

トにワンバウンドさせるプレースタイルがバレーボー

ルやソフトバレーボールと大きく異なることから，競

技経験の有無による差異が出にくい種目と考えられ

る。これらのことから，プレルボールはソフトバレー

ボールと比較して，小学校体育のボール運動（ネット

型）の中では児童が体育の授業外で獲得しているスキ

ルに影響されにいくい種目と考えられる。また，ワン

バウンドさせるプレースタイルにより，直接ボールが

飛んでくるソフトバレーボールと比較してレシーブや

パスおよびアタックの際に若干の時間的余裕が生じや

すい。以上のことからプレルボールは小学校体育で取

り扱う種目として，幅広い運動経験や運動スキルを

持った児童が楽しんで取り組める種目であると考えら

れる。

プレルボールで用いるボールは正式には専用のボー

ルを使用するものの，バレーボールやソフトバレー

ボール等が代用可能である（髙橋，2009）。しかし，

バレーボールとソフトバレーボールとでは，ボールの

重さや打った際の硬さや痛さ，バウンドの仕方が異な

る。プレルボールに関する先行研究で使用されたボー

ルの種類は，バレーボール（藤田・吉田，2000；小林，

2014）やソフトバレーボール（胡・梶田，2021；鎌田

ら，2005）およびレクレーション用のボール（中村ら，
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2006）があげられるものの，多くの先行研究では使用

したボールの種類は不明であった（藤田・吉田，

2000；市河・加藤，2017；笠井，2020；松尾・黒後，

2016； 松 本・ 佐 々 木，2019； 三 木，2011； 斎 藤，

2013；谷本，2017；東海林ら，2018）。そのため，プ

レルボールのプレーの仕方や授業での指導の仕方に対

して，ボールの種類の影響も受けている可能性がある

と考えられる。これらのことから，効果的なプレル

ボールの指導を行うためには，用いられるボールの種

類の影響も検討する必要があるのではないかと考えら

れる。以上のことから，本研究ではプレルボール初心

者を対象に，用いるボールの種類がプレーに及ぼす影

響を検討することを目的とした。

Ⅱ．方法

A．調査対象者及び調査方法

研究対象者としてとしてH大学１年生71名（男子31名，

女子40名）を選出した。これらの学生は保育教育職を志

望する学科の学生で，小学校教諭一種免許，幼稚園教

諭一種免許および保育士資格を取得予定である。

本研究では71名２クラスの体育の授業を利用し，プ

レルボールの授業を４回実施した。第１回目および第

２回目のプレルボール授業では，ボールの打ち方や基

本的なルールの確認および簡単なゲームを行った。第

３回目はゲームを中心とした授業を行った。第４回目

の授業では，様々な種類のボールを使用してゲームを

行った。両クラスとも男女混合で４～５名/班の８班

に分け，２班からなる４組の兄弟班を編成した。コー

トは４面用意し，各コートでは４種類のボールのうち

１種類を使用することとした。各コートでは３分の練

習後に８分のゲームを行うこととし，兄弟班でそれぞ

れのコートを回ってゲームをさせた。

研究のプレルボールの授業で使用した４種類のボー

ルはMIKASAバレーボール５号（MVA330）（以下，

バレーボール），MIKASAスマイルバレー５号（SKV

５YBL）（以下，スマイルボール），モルテンレクレー

ションバレーボール（５KV ５IT）（以下，レクレーショ

ンボール），およびMIKASAソフトバレーボール

（MS-M78-YBL）（以下，ソフトバレー）であった。

各コートでのゲーム直後に，４種類のボールの操作

性に関する認識について質問紙調査を行なった。また

全４ゲーム終了後に，４種類のボールを使用した全体

的なゲームに関する認識について質問紙調査を行っ

た。調査に際しては，調査内容，目的，データの取り

扱いおよび，本調査が授業成績には全く影響しないこ

とを十分説明した上で協力を依頼し，学生は自由意志

に基づき無記名で調査に参加した。

B．質問紙の内容

１．ボール操作に関する項目（８項目）

各ボールを使用した際の認識３項目について５件法

で尋ねた（表１）。また，各ボールの操作性５項目に

ついて「１：全くそうは思わない」から「５：非常に

そう思う」の５件法で尋ねた（表２）。

２．全体的なゲームに関する項目（11項目）

プレルボール全４ゲーム終了後に，プレルボールに

最も適しているボール１種類を選択させた。また，そ

のボールを選択した理由２項目（ボールの感触の良さ

およびボールの操作性の良さ）について「１：全くそ

うは思わない」から「５：非常にそう思う」の５件法

で尋ねた。さらに，選択したボールを使ったゲームに

関する認識８項目について「１：全くそうは思わない」

から「５：非常にそう思う」の５件法で尋ねた（表３）。

表１．各ボールを使用した印象に関する質問項目

ボールの重さ  　　非常に軽い  １―２―３―４―５  非常に重い

ボールの硬さ  非常に柔らかい  １―２―３―４―５  非常に硬い

ボールの痛さ  　　非常に痛い  １―２―３―４―５  全く痛くない

表２．各ボールの操作性に関する質問項目

狙った場所に正確に打てる
よく跳ねる
サーブをしやすい
パスをしやすい
アタック（相手コートへの攻撃）をしやすい

表３．全体的なゲームに関する質問項目
スピード感がある
スリル感がある
ボールが飛んでくるのが怖い
自分の運動能力に合っている
味方にパスすることが楽しい
アタック（相手コートへの攻撃）楽しい
チームで協力してプレーができる
試合をすることが楽しい
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３．性別及び年齢

調査対象者の性別，身長および年齢を尋ねた。

Ⅲ．結果

A．分析対象者

調査対象者のうち，回答の欠損など，回答に不備の

ない者のみを分析対象とした。その結果，分析対象者

は66名（男子27名，女子39名）であった。年齢は18.7

±.63歳（平均±SD，以下同じ）であった。

B．各ゲーム直後におけるボールの触感および操作性に

関する認識

本研究で実施した各ゲーム直後におけるボールの触

感および操作性に関する認識の得点を表４に示した。

各項目に対するボールの種類の主効果の分析に先立っ

てMauchlyの球面性の検定を行い，球面性の仮定が

５％水準で棄却された場合はGreenhouse-Geisserのε

による調整を行った。

ゲームを行った直後の各ボールの触感に対する認識

について一要因の分散分析を行った結果，ボールの重

さに対する認識にはボールの種類の主効果が認められ

た（F（3, 195）＝85.158, p＜.001）。多重比較の結果，

バレーボールが最も重く，スマイルボール，レクレー

ションボールおよびソフトバレーに対し有意に重いと

認識していた（それぞれp＜.001）。また，ソフトバレー

は最も軽く，スマイルボールおよびレクレーション

ボールに対し有意に軽いと認識していた（p＜.01およ

びp＜.001）。ボールの硬さに対する認識にもボールの

種類の主効果が認められた（F（3, 195）＝212.638, p

＜.001）。多重比較の結果，バレーボールが最も硬く，

スマイルボール，レクレーションボールおよびソフト

バレーに対し有意に硬いと認識していた（それぞれp

＜.001）。また，ソフトバレーは最も柔らかく，スマ

イルボールおよびレクレーションボールに対し有意に

柔らかいと認識していた（それぞれp＜.001）。ボール

の痛さに対する認識にもボールの種類の主効果が認め

られた（F（2.260, 146.918）＝26.882, p＜.001）。多重

比較の結果，バレーボールが最も痛く，スマイルボー

ル，レクレーションボールおよびソフトバレーに対し

有意に痛いと認識していた（それぞれp＜.001）。

ゲームを行った直後の各ボールの操作性に対する認

識について分析を行った結果，正確性に対する認識に

はボールの種類の主効果が認められた（F（2.500, 

162.474）＝9.886, p＜.001）。多重比較の結果，ソフト

バレーが最も正確性が低く，バレーボール，スマイル

ボールおよびレクレーションボールに対し狙った場所

に正確に打てないと認識していた（p＜.001，p＜.01

およびp＜.001）。跳躍性に対する認識にもボールの種

類 の 主 効 果 が 認 め ら れ た（F（2.142, 139.245） ＝

62.292, p＜.001）。多重比較の結果，バレーボール，ス

マイルボールおよびレクレーションボールは有意に跳

躍性が高く，ソフトバレーに対しよく跳ねると認識し

ていた（それぞれp＜.001）。サーブのしやすさに対す

る認識にもボールの種類の主効果が認められた（F（3, 

195）＝22.190, p＜.001）。多重比較の結果，ソフトバ

レーが最もサーブをしにくく，バレーボール，スマイ

ルボールおよびレクレーションボールに対し有意に

サーブをしにくいと認識していた（それぞれp＜.001）。

パスのしやすさに対する認識にもボールの種類の主効

果が認められた（F（2.360, 153.427）＝4.173, p＜.05）。

多重比較の結果，ソフトバレーが最もパスをしにくく，

表４．異なるボールを用いたプレーに関する認識の比較
ボールの種類 被検者内効果

Vo Sm Re So F値 多重比較

触
感

重さ 3.6±.95 1.9±.90 2.0±.89 1.5±.69  85.158*** Vo > Sm***, Vo > Re***, Vo > So***, Sm > So**, Re > So***

硬さ 4.6±.61 2.7±.90 2.9±.95 1.4±.68 212.638*** Vo > Sm***, Vo > Re***, Vo > So***, Sm > So***, Re > So***

痛さ 2.4±1.36 3.8±1.18 3.8±1.03 4.2±1.25  26.882*** Vo < Sm***, Vo < Re***, Vo < So***

操
作
性

正確性 3.7±.98 3.6±1.10 3.5±.98 2.8±1.20   9.886*** Vo > So***, Sm > So**, Re > So**

跳躍性 4.2±.92 4.4±.92 4.5±.73 2.5±1.26  62.292*** Vo > So***, Sm > So***, Re > So***

サーブ 3.8±1.21 4.1±1.09 4.3±1.01 2.8±1.29  22.190*** Vo > So***, Sm > So***, Re > So***

パス 3.6±1.03 3.6±1.17 3.6±1.08 3.1±1.20   4.173* Re > So*

アタック 3.9±1.06 4.0±1.01 4.0±1.03 2.7±1.21  25.367*** Vo > So***, Sm > So***, Re > So***

Vo：バレーボール，Sm：スマイルボール，Re：レクレーションボール，So：ソフトバレー  * p < .05, ** p < .01, *** p < .001
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レクレーションボールに対し有意にパスをしにくいと

認識していた（p＜.05）。アタックのしやすさに対す

る認識にもボールの種類の主効果が認められた（F

（2.125, 138.100）＝25.367, p＜.001）。多重比較の結果，

バレーボール，スマイルボールおよびレクレーション

ボールが最もアタックをしやすく，ソフトバレーに対

し有意にアタックをしやすいと認識していた（それぞ

れp＜.001）。

C．プレルボールに適したボールに関する認識

４種類のボールを用いたゲーム全ての終了後に，プ

レルボールに最も適しているボールを一つ選択させた

結果，レクレーションボールとスマイルボールを選択

した学生が多かった（表５）。χ2検定の結果，プレル

ボールに適していると認識しているボールに有意な違

いが認められた（χ2（3）＝29.879，p＜.001）。多重

比較の結果，本研究の対象者はスマイルボールとレク

レーションボールはバレーボールと比較して有意にプ

レルボールに適しているとの認識を示した（それぞれ

p＜.05）。また，スマイルボールとレクレーションボー

ルはソフトバレーと比較して適していると認識してい

る傾向を示した（それぞれp＜.10）。そこで，本研究

におけるプレルボールに適したボール選択理由および

そのボールを使用したゲームに対する認識の得点を表

６に示した。

プレルボールに適したボールの選択理由について分

析を行った結果，ボールの操作性に対する認識には差

がある傾向が認められた（F（3, 62）＝.794, p＝.053）。

多重比較の結果，スマイルボールはソフトバレーに対

し有意に操作性が良いと認識していた（p＜.05）。ボー

ルの触感の良さに対する認識にはボールの種類の主効

果が認められなかった。

選択したボールを用いたゲームに関する認識につい

て分析を行った結果，スピード感に対する認識にボー

ルの種類の主効果が認められた（F（3, 62）＝11.303, 

p＜.001）。多重比較の結果，バレーボール，スマイル

ボールおよびレクレーションボールを用いたゲームに

はスピード感があり，ソフトバレーを用いたゲームに

対し有意にスピード感があると認識していた（それぞ

れp＜.001）。スリル感に対する認識にもボールの種類

の主効果が認められた（F（3, 62）＝4.159, p＜.01）。多

重比較の結果，バレーボール，スマイルボールおよび

レクレーションボールを用いたゲームにはスリル感が

あり，ソフトバレーを用いたゲームに対し有意にスリ

ル感があると認識していた（それぞれp＜.05）。ボー

ルが飛んでくることに対する恐怖感やボールが自分の

運動能力に合っているかについての認識にはボールの

種類の主効果が認められなかった。また，味方へのパ

スや相手チームへのアタックの楽しさ，チームで協力

してプレーすることや試合をすることの楽しさに対す

表５．プレルボールに適したボールに対する認識
ボールの種類 被検者間効果

Vo Sm Re So 合計 χ2値 多重比較
人数（％） ４（6.1） 26（39.4） 29（43.9） ７（10.6） 66（100）  29.879*** Sm > Vo*,  Re > Vo*, Sm > So†, Re > So†

Vo：バレーボール，Sm：スマイルボール，Re：レクレーションボール，So：ソフトバレー † p < .10, * p < .05, *** p < .001

表６．プレルボールに適したボールの選択理由および全体的なゲームに対する認識の比較
ボールの種類 被検者間効果

Vo Sm Re So F値 多重比較
選
択
理
由

触感 4.8±.50 4.6±.70 4.5±.51 4.3±.95   .794

操作性 4.8±.50 4.7±.49 4.5±.51 3.9±1.57  2.698 Sm > So*

ゲ
ー
ム
に
対
す
る
認
識

スピード感 4.5±.58 4.2±.75 4.1±.79 2.4±.79 11.303*** Vo > So***, Sm > So***, Re > So***

スリル感 4.5±.58 3.7±1.23 4.1±1.07 2.6±.79  4.159** Vo > So*, Re > So*

恐怖感 3.0±1.83 1.9±1.02 2.4±1.12 2.6±1.51  1.527

運動能力合致 3.8±1.26 4.0±.82 4.0±1.02 3.6±1.51   .341

パスの楽しさ 4.3±.96 4.2±.82 4.0±.89 3.9±1.35   .488

アタックの楽しさ 4.8±.50 4.4±.81 4.1±1.10 3.7±1.25  1.589

協力してプレー 4.3±.96 4.5±.65 4.3±.76 4.4±.79   .365

試合の楽しさ 4.8±.50 4.7±.53 4.5±.79 4.4±1.13   .714

Vo：バレーボール，Sm：スマイルボール，Re：レクレーションボール，So：ソフトバレー  * p < .05, ** p < .01, *** p < .001



ボールの種類がプレルボール初心者に及ぼす影響 73

る認識は，いずれのボールにおいても認識の程度が高

く，ボールの種類の主効果は認められなかった。

Ⅳ．考察

本研究の結果，プレルボール初心者にとってスマイ

ルボールおよびレクレーションボールが適していると

ことが明らかになった。また，全４ゲーム終了後の調

査においてプレルボールに適したボールを選んだ理由

について尋ねた結果，ボールの種類によって触感によ

る差が認められなかった。このことから，本研究の被

検者はいずれのボールを選択していても，プレルボー

ルに適したボールの選択時にはボールの触感は同程度

に重視していたことが明らかになった。一方で，ボー

ルの操作性についてはソフトバレーを選んだ被検者は

比較的操作性は良いとは認識していなかった。以上の

ことからバレーボール，スマイルボールおよびレク

レーションボールを選択した被検者はボールの操作性

を重視してボールを選択していたが，ソフトバレー

ボールを選択した被検者は操作性以外の要因を重視し

て選択していたと考えられる。ソフトバレーボールを

最も適したボールだと選択した被検者はバレーボー

ル，スマイルボールおよびレクレーションボールを選

択した被検者と比較してスピード感やスリル感があま

りないと回答していたため，スピード感やスリリング

なゲーム展開を求めていないものと考えられる。ただ

し，ゲームをすること自体の楽しさやチームで協力し

てプレーすることの楽しさについてはボールの種類の

影響を受けていなかったことから，どのボールを選択

してもプレルボールのゲーム自体は楽しいと認識して

いたものと考えられる。

次に本研究で用いた４種類のボールを用いたゲーム

直後の調査結果から，スマイルボールおよびレクレー

ションボールはバレーボールほど重くなかったり，

打った際に硬かったり痛くなかった。一方で，打った

際の正確性やボールの跳ねやすさや，サーブやパスお

よびアタックのしやすさはバレーボールと差異は認め

られなかった。本研究で用いたスマイルボールはボー

ルの表面がスポンジ状であった。また，レクレーショ

ンボールは表面素材が人口皮革でバレーボールと比べ

て軟らかかった。これらのことがスマイルボールおよ

びレクレーションボールが持つ軟らかさと操作性の良

さがプレルボールに適している要因の可能性であると

考えられる。

ソフトバレーボールについては，バレーボールやス

マイルボールおよびレクレーションボールと比較し

て，ボール自体は最も軟らかいものの，ボールの操作

性が相対的に低く，また床に打ち付けた際に跳ねにく

い。また，サーブやパス，アタックといったプレーも

相対的にやりにくい。さらに，ソフトバレーボールは

ボールを打った際に変形しやすいため，サーブやパス，

アタックの際により強い力でボールを打たないといけ

ない。その結果，ゲームの際のスピード感やスリル感

が得られにくいと考えられる。一方で，ボール自体の

重さが比較的軽いことやボールが軟らかいこと，ス

ピード感がないことおよび打ったり当たったりしても

痛くないことは，ボール慣れしていない者やボールに

対する恐怖感を抱いている者にとっては安心してプ

レーに参加できる要因になると考えられる。これらの

ことから，プレルボールの授業をする際にはボールの

使い分けが肝要で，ボール慣れしていない段階やボー

ルに対する恐怖心をもつ児童がいる場合はソフトバ

レーボールを用い，ボールに慣れてきた段階からはス

マイルボールやレクレーションボールを用いることで

より効果的な授業になるものと考えられる。

Ⅴ．要約

本研究では大学生プレルボール初心者を対象に，

ボールの種類がプレーに及ぼす影響について検討した。

66 名の学生（男子 27 名，女子 39 名）がプレルボー

ルの授業に参加した。各コート１種類のボールを用いた

コートを４コート用意し，学生は４ゲーム行った。ボール

の種類はバレーボール，スマイルボール，レクレーション

ボールおよびソフトバレーボールであった。各ボールでの

ゲームの直後にプレーのしやすさに関する意識調査を行

い，全４ゲーム終了後に追加の意識調査を行った。

その結果，以下の知見を得た。プレルボールに適し

たボールはスマイルボールおよびレクレーションボー

ルであった。スマイルボールおよびレクレーション

ボールはバレーボールと同等の操作性を持ちつつ，バ

レーボールほど重さを感じることもなく，ボールを

打った際の硬さや痛さといった触感が良かった。

ソフトバレーボールは操作性が比較的良くないもの
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の，重さや打った際の硬さや痛さといった触感は他の

ボールより良かった。このことから，ソフトバレー

ボールはボール運動に慣れていない初心者やボールに

対して恐怖心を抱いている段階の者に対しては有用で

ある可能性が考えられた。
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